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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも結着樹脂及び着色剤を含有するトナー母粒子と外部添加剤とを含む静電荷像
現像用トナーであって、
　前記トナー母粒子の形状係数ＳＦ１が１４０以下であり、
　前記外部添加剤が、体積平均粒径１～１２μｍの高級アルコール粒子を含み、
　前記トナー母粒子の体積平均粒径以下の前記高級アルコール粒子の含有量が、前記トナ
ー母粒子１００質量部に対し０．１５質量部以上であり、
　前記高級アルコール粒子の粒度分布ＧＳＤが１．５７以下であることを特徴とする静電
荷像現像用トナー。
【請求項２】
　ブレードクリーニング方式によってトナーを除去する画像形成方法に用いられることを
特徴とする請求項１に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の静電荷像現像用トナーを含有することを特徴とする静電荷像現
像用現像剤。
【請求項４】
　潜像担持体上に潜像を形成する潜像形成工程と、該潜像を現像剤担持体上の静電荷像現
像用トナーを用いて現像する現像工程と、現像後の現像像を転写する転写工程と、潜像担
持体上に残存するトナーを除去するクリーニング工程と、を含む画像形成方法であって、
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　前記静電荷像現像用トナーが、請求項１に記載の静電荷像現像用トナーであることを特
徴とする画像形成方法。
【請求項５】
　前記クリーニング工程が、ブレードクリーニングによりトナーを除去することを特徴と
する請求項４に記載の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真法、静電記録法等の電子写真に用いられる静電荷像現像用トナー、
静電荷像現像用現像剤及び画像形成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真法は、潜像担持体（感光体）表面に形成された静電潜像を、着色剤を含むトナ
ーで現像し、得られたトナー画像を被記録体表面へ転写し、これを熱ロール等で定着する
ことにより画像が得られ、他方、その潜像担持体は再び静電潜像を形成するために転写残
存トナーがクリーニングされるものである。このような電子写真法等に使用される乾式現
像剤は、結着樹脂に着色剤等を配合したトナーを単独で用いる一成分現像剤と、そのトナ
ーにキャリアを混合した二成分現像剤とに大別される。さらに、一成分現像剤は、磁性粉
を用い磁気力により現像剤担持体で搬送されて現像される磁性一成分現像剤と、磁性粉を
用いず帯電ロール等の帯電付与により現像剤担持体で搬送されて現像される非磁性一成分
現像剤とに分類することができる。
【０００３】
　１９８０年代の後半から、電子写真の市場ではデジタル化をキーワードとして小型化、
高機能化の要求が強く、フルカラー画質に関しては、高級印刷、銀塩写真に近い高画質品
位が望まれている。また、白黒画質についても同様に高画質を望まれるのと同時に高生産
性、小型化、低コストが要求されている。高画質を達成する手段としては、デジタル化処
理が不可欠であり、このような画質に関するデジタル化の効能として、複雑な画像処理を
高速で行えることが挙げられている。これにより、文字と写真画像とを分離して制御する
ことが可能となり、両品質の再現性が、アナログ技術に比べ大きく改善されている。特に
写真画像に関しては、階調補正と色補正とが可能になった点が大きく、階調特性、精細度
、鮮鋭度、色再現、粒状性の点でアナログに比べ有利である。画像出力としては、光学系
で作成された静電潜像を忠実に作像する必要があり、トナーとしては益々小粒径化が進み
、忠実再現を狙った活動が加速されている。また、一方では小型化のための部品点数の抑
制、低コスト化のための消耗品の延命化も要求され、現像剤への高機能化、高信頼性が命
題である。さらに、高生産性を達成するために、潜像担持体の速度は高速化が進んでおり
、安定的な高画質を得るためには、現像、転写、定着、クリーニングの各プロセスの改善
が非常に重要となってきている。また同時にトナー成分による他消耗品の延命機能など高
機能化も重要となってきている。
【０００４】
　特に転写工程においては、高画質化のために、現像されたトナー画像を忠実に転写する
必要があるが、トナーを小径化することにより、転写性能が低下してしまう。そのため、
小径トナーを使いこなすための様々な技術が報告されている。例えば、トナーを球形に近
づけることで転写性能を向上させることが報告されている（例えば、特許文献１参照）。
この場合、確かにトナーを球形化することで転写効率は向上するが、一方で、僅かながら
発生する転写残トナーによりクリーニング不良が発生してしまう。逆に、クリーニングシ
ステムを省略して、転写後の感光体表面に残留するトナーを、現像器で現像と同時に回収
するクリーナーレスシステムが提案されている（例えば、特許文献２および３参照）。し
かし、一般的には、このように現像と同時に残留トナーを回収すると、回収されたトナー
とその他のトナーとの帯電性が異なり、回収されたトナーが現像されずに現像器内に蓄積
する等の不具合を生じ、結果として経時で画質が劣化してしまうため、一般に何らかのク
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リーニングシステムが必要である。
【０００５】
　上記に対し、これまで球形トナーをクリーニングさせる様々な手段が提案されている。
例えば、ブレードを用いてクリーニングする場合では、転写残トナーが介在した状態での
、感光体表面のブレードニップ部の摩擦力をいかに抑制するかが鍵であることから、ブレ
ード表面に滑剤粒子を含有させることが提案されている（例えば、特許文献４参照）。こ
の方法によれば、確かに初期的にはクリーニング性が向上するが、長期使用においてブレ
ードの表面の滑剤粒子は枯渇し、その結果クリーニング不良が発生してしまうことがある
。また、クリーニングブレードに直流及び交流バイアス電圧を印加することが提案されて
いる（例えば、特許文献５参照）。しかし、転写残トナーの帯電量は、現像トナーの帯電
量、転写条件、使用環境あるいは画像の種類によって異なってくるため、これだけでは完
全にクリーニングすることはできず、また、このクリーニングバイアスによって、感光体
表面の劣化が促進され、感光体ライフが低下してしまうことがある。
【０００６】
　さらに、クリーニングブレードの感光体に対する圧接力を大きくすることが提案されて
いる（例えば、特許文献６参照）が、初期的なクリーニング性能はこれで大きく向上する
ものの、ブレードの材質あるいは物性を考慮しなければ、逆にブレードの欠けが発生し、
そこからクリーニング不良が発生してしまう。また、感光体として有機感光体を用いる限
り、感光体の摩耗量が増加し、感光体ライフが低下してしまうことがある。
【０００７】
　一方、現像剤側からの検討として、トナーに脂肪酸金属塩を添加することが提案されて
いるが（例えば、特許文献７参照）、この方法は、クリーニングブレードと感光体とのニ
ップ部の摩擦力低減には効果を発揮するが、脂肪酸金属塩を添加することでトナーの帯電
量が大きく低下し、その結果、現像時のかぶり、トナー飛散が発生しやすくなり、その結
果画質が低下してしまうことがある。
【０００８】
　また、トナーに高級アルコールや高級脂肪酸を添加する方法も提案されており（例えば
、特許文献８参照）、炭素数３０～３００の高級アルコールを添加し、トナースポットの
抑制が検討されている。また、ブレードクリーニングにおいて高級アルコールを種々の方
法で添加することで感光体へのコメットやフィルミングの抑制が検討されている（例えば
、特許文献９および１０参照）。これらはクリーニング時に高級アルコールや高級脂肪酸
が感光体表面に潤滑皮膜を形成し、その皮膜により感光体上へのトナーやトナー構成材料
のフィルミングを抑制していると説明されている。しかしながら、十分な潤滑皮膜を形成
させるには多量の添加量を要し、その結果トナーの帯電不良や環境安定性の低下が新たに
発生することが示されている（例えば、特許文献１１参照）。そこで使用する高級アルコ
ールや高級脂肪酸の炭素数を２１～２９の範囲で使用することにより、少量の添加で感光
体への潤滑皮膜の形成を容易にすることが提案されている。しかしながらこの場合は該高
級アルコールは軟化しやすく、潤滑皮膜の形成は容易なものの同時に二成分現像剤のキャ
リアや一成分現像剤の現像スリーブ、帯電ブレードなどへの汚染が顕著になり、現像剤の
帯電維持性が劣ってしまうという問題がある。
【０００９】
　また、高画質化のためにトナー小径化による転写性能の向上を図るべくトナーの形状を
球形に近づけた場合、さらにクリーニングが困難になる為、ブレードの線圧を高くするな
どし、より感光体上の転写残トナーを除去する必要がある。しかしこれは感光体やブレー
ドの磨耗を助長するという問題が生じてしまう。したがって現像剤の帯電性能や維持性を
低下させることなく、さらなるクリーニング性能の向上が必要である。
【００１０】
　特に、カラー画像においては、画像を転写させる方法として、中間転写体を用いる方法
があるが、この場合、潜像担持体から中間転写体への１次転写、及び中間転写体から被記
録体への２次転写と、２回の転写が必要になると同時に潜像担持体だけでなく、中間転写



(4) JP 4239835 B2 2009.3.18

10

20

30

40

50

体に残存するトナーのクリーニング性能も重要になってくる。特に中間転写体は数色分の
残存トナーをクリーニングする必要があるため要求は厳しくなる。さらにトナー４色それ
ぞれに応じて潜像担持体及び現像剤担持体を置き、そこから中間転写体を介在し或いは直
接被記録体へ転写するタンデム方式が、トータル転写効率やプリント速度といった点で有
利である。しかしそれは同時に高速適性を有するクリーニング工程である必要がある。
【００１１】
　さらに、高画質を得るためにはクリーニング性能を向上させるために前記脂肪酸金属塩
や高級アルコール、高級脂肪酸などの微粒子を過剰に添加することにより、ベタ画像やハ
ーフトーン画像などにおいて、転写ムラによるざらつきが発生してくる。特にこれは像密
度の高いカラー画像において顕著に発生し、著しい画像品質の低下を生じる
【特許文献１】特開昭６２－１８４４６９号公報
【特許文献２】特開平２－３０２７７２号公報
【特許文献３】特開平５－９４１１３号公報
【特許文献４】特開平４－２１２１９０号公報
【特許文献５】特開平５－２６５３６０号公報
【特許文献６】特開平４－００１７７３号公報
【特許文献７】特開２０００－８９５０２号公報
【特許文献８】特開昭６３－１８８１５８号公報
【特許文献９】特開平６－２８２０９６号公報
【特許文献１０】特開平９－６０４９号公報
【特許文献１１】特開２００１－４２５６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、上記従来における問題を解決し、以下の課題を解決することを目的とする。
すなわち、本発明は、高転写効率による高画質の画像を得ることを目的とし、クリーニン
グ性の向上を図りながら同時に画像ムラなどの画質欠陥を引き起こさせず、ブレードと感
光体との摩擦低減による信頼性向上を、バランスよく達成できる静電荷像現像用トナー、
静電荷像現像用現像剤および画像形成方法を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者らは、上記目的を達成するべく鋭意研究を重ねた結果、潜像担持体表面に形成
された静電潜像を現像するトナー、現像剤、さらにそれら用いた画像形成方法として、下
記本発明を用いることで、上記の目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至
った。
【００１４】
　前記課題を解決するための手段としての本発明は、以下の通りである。すなわち、本発
明は、
　＜１＞　少なくとも結着樹脂及び着色剤を含有するトナー母粒子と外部添加剤とを含む
静電荷像現像用トナーであって、
　前記トナー母粒子の形状係数ＳＦ１が１４０以下であり、
　前記外部添加剤が、体積平均粒径１～１２μｍの高級アルコール粒子を含み、
　前記トナー母粒子の体積平均粒径以下の前記高級アルコール粒子の含有量が、前記トナ
ー母粒子１００質量部に対し０．１５質量部以上であり、
　前記高級アルコール粒子の粒度分布ＧＳＤが１．５７以下であることを特徴とする静電
荷像現像用トナーである。
【００１５】
　ここで、形状係数ＳＦ１は下記式（１）で表されるトナー母粒子の形状係数の平均値で
ある。
【００１６】
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式（１）：ＳＦ１＝（Ｌ2／Ａ）×（π／４）×１００
【００１７】
　上記式（１）においてＬは各々のトナー母粒子の最大長を表し、Ａは各々のトナーの投
影面積を表す。
【００１８】
　上記本発明の静電荷像現像用トナーにおいて、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級
アルコール粒子の含有量は、前記トナー母粒子１００質量部に対し２．５質量部以下であ
ることが好ましい。
　特に、フルカラー画像を形成する場合は、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アル
コール粒子の含有量は前記トナー母粒子１００質量部に対し２．０質量部以下であること
が好ましい。
　また、トナー母粒子の形状係数ＳＦ１は、１２０～１４０であることが好ましい。
　さらに、前記高級アルコール粒子の形状係数ＳＦ１は、１４０以上であることが好まし
い。
　上記本発明の静電荷像現像用トナーは、ブレードクリーニング方式によってトナーを除
去する画像形成方法により好適に用いることができる。
【００１９】
　また、本発明は、
　＜２＞　＜１＞に記載の静電荷像現像用トナーを含有することを特徴とする静電荷像現
像用現像剤である。
【００２０】
　さらに、本発明は、
　＜３＞　潜像担持体上に潜像を形成する工程と、該潜像を現像剤担持体上の静電荷像現
像用トナーを用いて現像する現像工程と、現像後の現像像を転写する転写工程と、潜像担
持体上に残存するトナーを除去するクリーニング工程とを含む画像形成方法であって、
　前記静電荷像現像用トナーが、＜１＞に記載の静電荷像現像用トナーであることを特徴
とする画像形成方法である。
　尚、前記クリーニング工程が、ブレードクリーニングによりトナーを除去する工程であ
ることが好ましい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の静電荷像現像用トナーによれば、上記のように高転写効率による高画質の画像
を得ることを目的とし、クリーニング性の向上を図りながら同時に画像ムラなどの画質欠
陥を引き起こさせず、ブレードと感光体との摩擦低減による信頼性向上を、バランスよく
達成できる。
　また、本発明の静電荷像現像用現像剤及び画像形成方法は、それぞれ、本発明の静電荷
像現像用トナーを利用するものであるため、上記同様の効果を発揮することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の静電荷像現像用トナー、静電荷像現像用現像剤及び画像形成方法を詳細
に説明する。
【００２３】
－静電荷像現像用トナー－
　本発明の静電荷像現像用トナー（以下、単に「トナー」ということがある）は、結着樹
脂及び着色剤を含有するトナー母粒子と外部添加剤とを含み、トナー母粒子の形状係数Ｓ
Ｆ１が１４０以下である。また、外部添加剤が、体積平均粒径１～１２μｍの高級アルコ
ール粒子を含み、トナー母粒子の体積平均粒径以下の前記高級アルコール粒子を前記トナ
ー母粒子１００質量部に対し０．１５質量部以上含む。更に、前記高級アルコール粒子の
粒度分布ＧＳＤは１．５７以下である。
【００２４】
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　高転写効率を達成するためにはトナーを球形に近づけることが必要である。かかる観点
から、本発明の静電荷像現像用トナーは、そのトナー母粒子の形状係数ＳＦ１を１４０以
下としている。
【００２５】
　しかし、クリーニングメカニズムを考慮すると、以下のような問題を生じやすい。例え
ば、ブレードを用いてクリーニングする場合、転写残トナーがブレードニップ部でせき止
められて、ダムを形成してクリーニングされているが、そのダムにおいては、トナーが粒
径分離されており、ブレードに近づくほど、粒径が細かくなっている。トナーの形状にか
かわらず、ブレードニップ部では上記粒径分離性があるが、トナーが球形に近づくほど、
ブレードニップ部で形状が揃いやすくなるために最密配置されやすく、ブレードニップ部
での微小単位感光体表面あたりのトナー接触点数が多くなり、かつ、その１粒１粒のトナ
ー摩擦力は同じ方向に向くため、クリーニング時にブレードが受ける力の総量はかなり大
きくなる。その結果、ブレードが押し上げられたり、あるいはブレードエッジが欠けてト
ナーがブレードをすり抜けたりして、クリーニング不良が発生する。そこで、球形に近い
トナーを使用してもクリーニング不良を発生させないように、ブレードの線圧を上げると
、ブレードと感光体との摩擦力はさらに大きくなり、感光体表面の磨耗も著しくなってし
まう。
【００２６】
　このため、球形に近いトナーをクリーニングするためには、ブレードニップ部でのトナ
ーと感光体との摩擦力を低減させることが鍵となる。通常、クリーニングブレード表面に
高級アルコールを供給し感光体表面に潤滑面を形成させようとするには、トナー母粒子に
その高級アルコール粒子を外部添加することが一般的であるが、ブレードニップ部での摩
擦力を低減する効果を発揮させるためには、トナー母粒子への高級アルコール粒子の添加
量をかなり多くする必要があり、その結果トナーの帯電性を大きく低下させてしまう。潤
滑面を容易に形成するために高級アルコール粒子の分子数を少なくすることで軟化しやす
くすることは前述のようにキャリアや帯電スリーブ、帯電ブレードを汚染し帯電維持性が
著しく低下してしまう。
【００２７】
　しかし、本発明者らは、トナー母粒子の粒径と添加する高級アルコール粒子の粒径との
関係、所定の粒径の高級アルコール粒子の含有量を規定することで、帯電特性に影響がな
く、同時に感光体表面に十分な潤滑面を形成し、クリーニング不良の起こらない静電荷像
現像用トナー、静電荷像現像用現像剤、画像形成方法を提供できるものとなった。
【００２８】
　すなわち、感光体表面に効率的に高級アルコールによる潤滑面を形成するためには、ブ
レード近傍に高級アルコール粒子をいかに供給するかが重要であり、そのために前記のよ
うに、転写残トナーがブレードニップ部でせき止められて、ダムを形成し、そのダムにお
いては、トナーが粒径分離されており、ブレードに近づくほど、粒径が細かくなっている
ことを利用し、トナー母粒子の体積平均粒径以下の高級アルコール粒子の量を制御するこ
とで、効率的に高級アルコールをブレード先端に選択的に供給し、感光体表面に効率的に
潤滑面を形成する一方で高級アルコールの軟化点を下げずに、総添加量を抑制することで
、帯電不良もなく、帯電維持性も良好な現像剤を得られることを見出した。また、同時に
感光体表面に十分な潤滑面を形成することで、ブレードと感光体との摩擦力も低減し、感
光体磨耗も抑制することが可能となった。
【００２９】
　上記により、クリーニング性の向上と共に、ブレードと感光体との摩擦低減による信頼
性向上を図りながら、画像ムラなどの画質欠陥を引き起こさせず、高転写効率による高画
質の画像を得ることをバランスよく達成できる静電荷像現像用トナー、静電荷像現像用現
像剤及び画像形成方法を得ることができた。
【００３０】
（トナー母粒子）
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　トナー母粒子は、結着樹脂と着色剤とからなり、必要に応じて離型剤、シリカ及び帯電
制御剤等も含まれる。
　結着樹脂としては、スチレン、クロロスチレン等のスチレン類；エチレン、プロピレン
、ブチレン、イソプレン等のモノオレフィン類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、安息
香酸ビニル、酪酸ビニル等のビニルエステル類；アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、
アクリル酸ブチル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸オクチル、アクリル酸フェニル、メ
タクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸ドデシル等
のα－メチレン脂肪族モノカルボン酸エステル類；ビニルメチルエーテル、ビニルエチル
エーテル、ビニルブチルエーテル等のビニルエーテル類；ビニルメチルケトン、ビニルヘ
キシルケトン、ビニルイソプロペニルケトン等のビニルケトン類；等の単独重合体及び共
重合体を例示することができ、代表的な結着樹脂としては、ポリスチレン、スチレン－ア
クリル酸アルキル共重合体、スチレン－メタクリル酸アルキル共重合体、スチレン－アク
リロニトリル共重合体、スチレン－ブタジエン共重合体、スチレン－無水マレイン酸共重
合体、ポリエチレン、ポリプロピレン等を挙げることができる。さらに、ポリエステル、
ポリウレタン、エポキシ樹脂、シリコーン樹脂、ポリアミド、変性ロジン、パラフィンワ
ックス等を挙げることができる。これらの中では、特にスチレン－アクリル酸アルキル共
重合体、スチレン－メタクリル酸アルキル共重合体が好ましい。
【００３１】
　また、トナー母粒子の着色剤としては、マグネタイト、フェライト等の磁性粉、カーボ
ンブラック、アニリンブルー、カルコイルブルー、クロムイエロー、ウルトラマリンブル
ー、デュポンオイルレッド、キノリンイエロー、メチレンブルークロリド、フタロシアニ
ンブルー、マラカイトグリーンオキサレート、ランプブラック、ローズベンガル、Ｃ．Ｉ
．ピグメント・レッド４８：１、Ｃ．Ｉ．ピグメント・レッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメン
ト・レッド５７：１、Ｃ．Ｉ．ピグメント・イエロー９７、Ｃ．Ｉ．ピグメント・イエロ
ー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメント・ブルー１５：１、Ｃ．Ｉ．ピグメント・ブルー１５：３等
を代表的なものとして例示することができる。
【００３２】
　トナー母粒子の製造は、例えば、結着樹脂と、着色剤、及び必要に応じて離型剤、帯電
制御剤等とを混練、粉砕、分級する混練粉砕法；混練粉砕法にて得られた粒子を機械的衝
撃力または熱エネルギーにて形状を変化させる方法；結着樹脂の重合性単量体を乳化重合
させ、形成された分散液と、着色剤、及び必要に応じて離型剤、帯電制御剤等の分散液と
を混合し、凝集、加熱融着させ、トナー粒子を得る乳化重合凝集法；結着樹脂を得るため
の重合性単量体と、着色剤、及び必要に応じて離型剤、帯電制御剤等の溶液とを水系溶媒
に懸濁させて重合する懸濁重合法；結着樹脂と着色剤、及び必要に応じて離型剤、帯電制
御剤等の溶液とを水系溶媒に懸濁させて造粒する溶解懸濁法；等が使用できる。
　また上記方法で得られたトナー母粒子をコアにして、さらに凝集粒子を付着、加熱融合
してコアシェル構造を持たせる製造方法を行ってもよい。
【００３３】
　以上のようにして製造したトナー母粒子の粒径は、体積平均粒径で２～１２μｍの範囲
であることが好ましく、３～９μｍの範囲であることがより好ましい。
　体積平均粒径は、例えば、界面活性剤とともに水に分散させてコールターカウンターに
よって測定することができる。
【００３４】
　前述のように、本発明に用いられるトナー母粒子は、現像性・転写効率の向上、高画質
化の観点から擬似球形であることが必須である。すなわち、トナー母粒子の球形化度は、
下記式（１）の形状係数ＳＦ１を用いて表すことができるが、本発明に用いられるトナー
母粒子の形状係数ＳＦ１の平均値は、１４０以下であることが必須であり、１１５～１４
０の範囲であること好ましく、１２０～１４０の範囲であることがより好ましい。
【００３５】
・トナー母粒子の形状係数：ＳＦ１＝（Ｌ2／Ａ）×（π／４）×１００
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【００３６】
　上記式において、Ｌは各々のトナー母粒子の最大長を表し、Ａは各々のトナー母粒子の
投影面積を表す。
　形状係数ＳＦ１の平均値が、１４０より大きくなると、転写効率が低下してしまい、プ
リントサンプルの画質の低下が目視で確認できてしまう。
　なお、前記形状係数ＳＦ１の平均値は、２５０倍に拡大した１０００個のトナー像を光
学顕微鏡から画像解析装置（ＬＵＺＥＸ　ＩＩＩ、ニレコ社製）に取り込み、その最大長
及び投影面積から、個々の粒子について前記ＳＦ１の値を求め平均したものである。
【００３７】
　本発明に用いられるトナー母粒子は、上記の形状係数ＳＦ１と粒径とを満足する範囲の
ものであれば特に製造方法により限定されるものではなく、公知の方法を使用することが
できる。
【００３８】
　上記トナーに含有される高級アルコール粒子は、体積平均粒径１～１２μｍであり、炭
素数は特に規定はないが、炭素数１６～１５０の高級脂肪族アルコール等が好ましく用い
られる。より好ましくは２０～１２０、さらに好ましくは３０～１００程度である。
【００３９】
　トナー母粒子への添加量は、添加する高級アルコール粒子の全量のうち、トナー母粒子
の体積平均粒径以下の高級アルコール粒子がトナー母粒子１００質量部に対し０．１５部
以上であればよく、トナー母粒子に対して高級アルコール粒子の総量は特に規定するもの
ではない。しかし、一般的には、トナー母粒子１００質量部に対し、高級アルコール粒子
の全量が、０．１５～２．５質量部となるようにすることが好ましい。
【００４０】
　一方で、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アルコール粒子の含有量（トナー母粒
子１００質量部に対する量）は２．５質量部以下が好ましく、さらに好ましくは２質量部
以下である。またフルカラー画像においては、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級ア
ルコール粒子の含有量は２．０質量部以下が好ましく、さらに好ましくは１．８質量部以
下である。
【００４１】
　トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アルコール粒子の含有量までも規定したのは、
より高い画質を得るという観点から、トナー母粒子の粒径と高級アルコール粒子の粒径と
の間の関係が重要であることが見出されたからである。
　すなわち、高級アルコール粒子などの樹脂微粒子はそのままでは着色力が無い為に画質
に影響しないが、カラー画像のようなハーフトーンやベタ画像が多い画像においては、ト
ナーの粒径よりも大きな樹脂微粒子の存在量が多くなり、転写ニップ域において中間転写
体や記録体と感光体との距離を広げるため、その近傍の転写電界が弱まってしまい、樹脂
微粒子だけでなくその周りのトナーも転写しにくくなってしまう。そのため通常の転写部
分よりも濃度が薄くなり、画像としては転写ムラのある画像となってしまうことがある。
そのため、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アルコール粒子の添加量も規定するこ
とが高画質画像を得るために重要であることも見出した。
【００４２】
　トナー母粒子の体積平均粒径以下の高級アルコール粒子の含有量、あるいはトナー母粒
子の高級アルコール粒子の体積平均粒径以上の含有量を調整するためには、使用する高級
アルコール粒子の粒度分布を調整すべく粉砕したり、粉砕後に分級等の処理を施せばよい
。高級アルコール粒子の粒度分布ＧＳＤは１．５７以下とする。
【００４３】
　また、高級アルコール粒子の形状係数ＳＦ１はクリーニング性を得るために１４０以上
であることが好ましい。１４０以上とすることで、ブレードエッヂ部において高級アルコ
ール粒子が転がりによりブレードをすり抜けてしまうことが抑制され、ブレードニップ部
に高級アルコールのダムを形成し滞留することで感光体表面に効率的に潤滑面を形成する
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ことができる。当該形状係数ＳＦ１は、トナー母粒子の形状係数ＳＦ１と同様にして求め
ることができる。
【００４４】
　トナーに添加される高級アルコール粒子に、さらなる滑剤粒子としてグラファイト、二
硫化モリブデン、滑石、脂肪酸、脂肪族アルコール、脂肪酸金属塩等の固体潤滑剤や、ポ
リプロピレン、ポリエチレン、ポリブテン等の低分子量ポリオレフィン類；加熱により軟
化点を有するシリコーン類；オレイン酸アミド、エルカ酸アミド、リシノール酸アミド、
ステアリン酸アミド等のような脂肪族アミド類；カルナバワックス、ライスワックス、キ
ャンデリラワックス、木ロウ、ホホバ油等のような植物系ワックス；ミツロウのような動
物系ワックス；モンタンワックス、オゾケライト、セレシン、パラフィンワックス、マイ
クロクリスタリンワックス、フィッシャートロプシュワックス等のような鉱物、石油系ワ
ックス；及びそれらの変性物を併用してもよい。
【００４５】
　本発明におけるトナーの外部添加剤は少なくとも高級アルコール粒子を含むが、それ以
外は何を用いてもよい。
　また、本発明のトナーには、必要に応じて離型剤や帯電制御剤が添加されてもよい。離
型剤としては、低分子ポリエチレン、低分子ポリプロピレン、フィッシャートロプシュワ
ックス、モンタンワックス、カルナバワックス、ライスワックス、キャンデリラワックス
等を代表的なものとして例示することができる。
【００４６】
　帯電制御剤としては、公知のものを使用することができるが、アゾ系金属錯化合物、サ
リチル酸の金属錯化合物、極性基を含有するレジンタイプの帯電制御剤を用いることがで
きる。湿式製法でトナーを製造する場合、イオン強度の制御と廃水汚染の低減との点で、
水に溶解しにくい素材を使用するのが好ましい。なお、本発明におけるトナーは、磁性材
料を内包する磁性トナー及び磁性材料を含有しない非磁性トナーのいずれであってもよい
。
【００４７】
　また、粉体流動性、帯電制御等の機能を担う添加剤を添加することが好ましく、具体的
には１次粒径が体積平均粒径で７～４０ｎｍの小径無機酸化物であることが好ましい。
　小径無機酸化物としては、例えば、シリカ、アルミナ、チタン酸化物（酸化チタン、メ
タチタン酸等）、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、リン酸カルシウム、カーボンブラ
ック等を挙げることができる。
特に、体積平均粒径が１５～４０ｎｍの酸化チタンを用いることが、透明性に影響を与え
ず、良好な帯電性、環境安定性、流動性、耐ケーキング性、安定した負帯電性・画質維持
性が得られる点で好ましい。
【００４８】
　また、小径無機微粒子については、表面処理することにより、分散性が高くなり、粉体
流動性をあげる効果が大きくなる。表面処理としては、具体的に、ジメチルジメトキシシ
ラン、ヘキサメチルジシラザン（ＨＭＤＳ）、メチルトリメトキシシラン、イソブチルト
リメトキシシラン、デシルトリメトキシシラン等による疎水化処理が好ましく用いられる
。
【００４９】
　さらに、当該小径無機酸化物及び前記高級アルコール粒子以外に、付着力低減や帯電制
御のため、体積平均粒径が２０～３００ｎｍの大径無機酸化物を添加することが好ましい
。
　これらの大径無機酸化物微粒子としては、シリカ、酸化チタン、メタチタン酸、酸化ア
ルミニウム、酸化マグネシウム、アルミナ、チタン酸バリウム、チタン酸マグネシウム、
チタン酸カルシウム、チタン酸ストロンチウム、酸化亜鉛、酸化クロム、三酸化アンチモ
ン、酸化マグネシウム、酸化ジルコニウム等の微粒子が挙げられる。これらの中では、滑
剤粒子や酸化セリウムを添加したトナーの精密な帯電制御を行う観点から、シリカ、酸化
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チタン、メタチタン酸から選ばれるものを用いること望ましい。
【００５０】
　また、特にフルカラー画像などの高転写効率が要求される画像に置いては、上記シリカ
は、真比重が１．３～１．９であり、体積平均粒径が８０～３００ｎｍである単分散球形
シリカであることが好ましい。真比重を１．９以下に制御することにより、トナー母粒子
からの剥がれを抑制することができる。また、真比重を１．３以上に制御することにより
、凝集分散を抑制することができる。当該単分散球形シリカの真比重は、１．４～１．８
の範囲であることがより好ましい。
【００５１】
　前記単分散球形シリカの体積平均粒径を８０～３００ｎｍとすると、トナーと感光体と
の非静電的付着力低減に寄与することができる。特に、現像器内のストレスにより、単分
散球形シリカがトナー母粒子に埋没するのを防ぎ、現像性、転写性向上効果を維持するこ
とができる。また、上記範囲とすることで、トナー母粒子からの離脱を防ぎ、前記非静電
的付着力低減に寄与しながら、帯電阻害、画質欠陥等の二次障害を防ぐことができる。当
該単分散球形シリカの体積平均粒径は、１００～２００ｎｍであることがより好ましい。
【００５２】
　前記単分散球形シリカは、単分散かつ球形であるため、トナー母粒子表面に均一に分散
し、安定したスペーサー効果を得ることができる。上記単分散の定義としては、凝集体を
含め平均粒径に対する標準偏差で議論することができ、標準偏差として体積平均粒径Ｄ５
０×０．２２以下であることが好ましい。また、球形の定義としては、Ｗａｄｅｌｌの球
形化度で議論することができ、球形化度が０．６以上であることが好ましく、０．８以上
であることがより好ましい。
　なお、球形化度は、Ｗａｄｅｌｌの球形化度で下記式より求めることができる。
【００５３】
・球形化度＝（実際の粒子と同じ体積を有する球の表面積）／（実際の粒子の表面積）
【００５４】
　上記式において、分子（実際の粒子と同じ体積を有する球の表面積）は、体積平均粒径
から計算により求める。また、分母（実際の粒子の表面積）は、島津粉体比表面積測定装
置ＳＳ－１００型を用い、ＢＥＴ比表面積より代用させる。
【００５５】
　シリカが好ましい理由としては、屈折率が１．５前後であり、粒径を大きくしても光散
乱による透明度の低下、特にＯＨＰ表面への画像採取時のＰＥ値（光透過性の指標）等に
影響を及ぼさないことが挙げられる。
【００５６】
　前記小径無機酸化物の添加量はトナー母粒子１００質量部に対し、０．５～２．０質量
部の範囲であることが好ましい。また、前記大径無機酸化物を酸化セリウム以外に添加す
る場合、該大粒径無機酸化物の添加量は、トナー母粒子１００質量部に対し、１．０～５
．０質量部であることが好ましい。
【００５７】
　本発明に用いられるトナー母粒子が、擬似球形であることから、上記無機酸化物を添加
した効果も、不定形のトナー母粒子の場合より優れたものとなる。すなわち、トナー母粒
子に同一量の無機酸化物を添加した場合、不定形のトナー母粒子の場合に比べ、擬似球形
トナー母粒子のトナーの粉体流動性はかなり高いものとなり、その結果、トナー帯電量と
して同程度であっても、擬似球形トナー母粒子のトナーは高い現像性、転写性を示すこと
となる。
　本発明のトナーは、トナー母粒子及び外部添加剤としての高級アルコール粒子等をヘン
シェルミキサーあるいはＶブレンダー等で混合することによって製造することができる。
また、トナー母粒子を湿式にて製造する場合は、湿式にて外添することも可能である。
【００５８】
－静電荷像現像用現像剤－
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　本発明の静電荷像現像用現像剤は、既述の本発明の静電荷像現像用トナーを含有する。
　すなわち、本発明の静電荷像現像用現像剤（以下、単に「現像剤」ということがある）
は、以上で説明したトナーと下記キャリアとを混合することで製造される。当該現像剤に
おけるトナーとキャリアとの混合比（質量比）は、トナー：キャリア＝１：９９～２０：
８０程度の範囲であることが好ましく、３：９７～１２：８８の範囲であることがより好
ましい。
【００５９】
（キャリア）
　本発明の現像剤に使用し得るキャリアとしては、特に制限はなく、公知のキャリアを用
いることができる。例えば、芯材表面に樹脂被覆層を有する樹脂コートキャリアを挙げる
ことができる。またマトリックス樹脂に磁性粉末などが分散された樹脂分散型キャリアで
あってもよい。
【００６０】
　キャリアに使用される被覆樹脂・マトリックス樹脂としては、ポリエチレン、ポリプロ
ピレン、ポリスチレン、ポリビニルアセテート、ポリビニルアルコール、ポリビニルブチ
ラール、ポリ塩化ビニル、ポリビニルエーテル、ポリビニルケトン、塩化ビニル－酢酸ビ
ニル共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、オルガノシロキサン結合からなるストレ
ートシリコーン樹脂またはその変性品、フッ素樹脂、ポリエステル、ポリカーボネート、
フェノール樹脂、エポキシ樹脂、ウレア樹脂、ウレタン樹脂、メラミン樹脂等を例示する
ことができるが、これらに限定されるものではない。
【００６１】
　一般に、キャリアは適度な電気抵抗値を有することが好ましく、その抵抗調整のために
、導電性微粉末を前記樹脂中に分散させることが好ましい。前記導電性微粉末としては、
金、銀、銅といった金属やカーボンブラック、さらに酸化チタン、酸化亜鉛、硫酸バリウ
ム、ホウ酸アルミニウム、チタン酸カリウム、酸化スズ、カーボンブラック等を例示する
ことができるが、これらに限定されるものではない。
【００６２】
　また、キャリアの芯材としては、鉄、ニッケル、コバルト等の磁性金属、フェライト、
マグネタイト等の磁性酸化物、ガラスビーズ等が挙げられるが、キャリアを磁気ブラシ法
に用いるためには、磁性材料であることが好ましい。キャリアの芯材の体積平均粒径とし
ては、１０～１００μｍの範囲であることが好ましく、２５～５０μｍの範囲であること
がより好ましい。
【００６３】
　キャリアの芯材の表面に樹脂被覆するには、前記被覆樹脂、及び必要に応じて各種添加
剤を、適当な溶媒に溶解した被覆層形成用溶液により被覆する方法が採られる。溶媒とし
ては、特に限定されるものではなく、使用する被覆樹脂、塗布適性等を勘案して適宜選択
すればよい。
【００６４】
　具体的な樹脂被覆方法としては、キャリアの芯材の粉末を被覆層形成用溶液中に浸漬す
る浸漬法、被覆層形成用溶液をキャリアの芯材表面に噴霧するスプレー法、キャリアの芯
材を流動エアーにより浮遊させた状態で被覆層形成用溶液を噴霧する流動床法、ニーダー
コーター中でキャリアの芯材と被覆層形成用溶液とを混合し、溶剤を除去するニーダーコ
ーター法が挙げられる。
【００６５】
－画像形成方法－
　以下に、本発明の画像形成方法について詳細に説明する。本発明の画像形成方法は、潜
像担持体表面に静電潜像を形成する潜像形成工程と、現像剤担持体に担持されたトナーを
用い、前記潜像担持体表面に形成された静電潜像を現像してトナー画像（現像像）を形成
する現像工程と、前記潜像担持体表面に形成されたトナー画像を被記録体あるいは中間転
写体の表面に転写する転写工程と、被記録体表面に転写されたトナー画像を熱定着する定
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着工程と、潜像担持体表面に残ったトナーをクリーニングするクリーニング工程と、を含
むものであって、前記トナーとして、本発明の静電荷像現像用トナーを用いることを特徴
とするものである。なお、現像剤担持体に担持されるトナーの代わりに本発明の静電荷像
現像用現像剤を使用しても同様の効果を得ることができる。
【００６６】
　前記潜像形成工程とは、潜像担持体の表面を、帯電手段により一様に帯電した後、レー
ザー光学系やＬＥＤアレイなどで潜像担持体に露光し、静電潜像を形成する工程である。
前記帯電手段としては、コロトロン、スコロトロンなどの非接触方式の帯電器、及び、潜
像担持体表面に接触させた導電性部材に電圧を印加することにより、潜像担持体表面を帯
電させる接触方式の帯電器が挙げられ、いかなる方式の帯電器でもよい。しかし、オゾン
の発生量が少なく、環境に優しく、かつ耐刷性に優れるという効果を発揮するという観点
から、接触帯電方式の帯電器が好ましい。前記接触帯電方式の帯電器においては、導電性
部材の形状はブラシ状、ブレード状、ピン電極状、ローラー状等の何れでもよいが、ロー
ラー状部材が好ましい。本発明の画像形成方法は、潜像形成工程においてなんら特別の制
限を受けるものではない。
【００６７】
　前記現像工程とは、潜像担持体表面に、少なくともトナーを含む現像剤層を表面に形成
させた現像剤担持体を接触若しくは近接させて、前記潜像担持体表面の静電潜像にトナー
の粒子を付着させ、潜像担持体表面にトナー画像（現像像）を形成する工程である。現像
方式は、既知の方式を用いて行うことができるが、二成分現像剤による現像方式としては
、カスケード方式、磁気ブラシ方式などがある。本発明の画像形成方法は、現像方式に関
し、特に制限を受けるものではない。
【００６８】
　前記転写工程とは、潜像担持体表面に形成されたトナー画像を、被記録体に直接転写、
或いは中間転写体に一度転写した画像を被記録体に再度転写して転写画像を形成する工程
である。
　潜像担持体からのトナー画像を紙等に転写する転写装置としては、コロトロンが利用で
きる。コロトロンは用紙を均一に帯電する手段としては有効であるが、被記録体である用
紙に所定の電荷を与えるために、数ｋＶという高圧を印加しなければならず、高圧電源を
必要とする。また、コロナ放電によってオゾンが発生するため、ゴム部品や潜像担持体の
劣化を引き起こすので、弾性材料からなる導電性の転写ロールを潜像担持体に圧接して、
用紙にトナー画像を転写する接触転写方式が好ましい。本発明の画像形成方法においては
、転写装置に関し、特に制限を受けるものではない。
【００６９】
　前記クリーニング工程とは、ブレード、ブラシ、ロール等を潜像担持体表面に直接接触
させ、潜像担持体表面に付着しているトナー、紙粉、ゴミなどを除去する工程である。
　最も一般的に採用されている方式として、ポリウレタン等のゴム製のブレードを潜像担
持体に圧接させるブレードクリーニング方式である。これに対し、内部に磁石を固定配置
し、その外周に回転可能な円筒状の非磁性体のスリーブを設け、そのスリーブ表面に磁性
キャリアを担持させてトナーを回収する磁気ブラシ方式や、半導電性の樹脂繊維や動物の
毛をロール状に回転可能にし、トナーと反対極性のバイアスをそのロールに印加してトナ
ーを除去する方式でもよい。前者の磁気ブラシ方式では、クリーニングの前処理用コロト
ロンを設置してもよい。本発明の画像形成方法においては、クリーニング方式については
少なくともブレードを有するクリーニング工程であることが好ましい。
【００７０】
　前記定着工程とは、被記録体表面に転写されたトナー画像を定着装置にて定着する工程
である。定着装置としては、ヒートロールを用いる加熱定着装置が好ましく用いられる。
加熱定着装置は、円筒状芯金の内部に加熱用のヒータランプを備え、その外周面に耐熱性
樹脂被膜層あるいは耐熱性ゴム被膜層により、いわゆる離型層を形成した定着ローラと、
この定着ローラに対し圧接して配置され、円筒状芯金の外周面あるいはベルト状基材表面
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に耐熱弾性体層を形成した加圧ローラあるいは加圧ベルトと、で構成される。未定着トナ
ー画像の定着プロセスは、定着ローラと加圧ローラあるいは加圧ベルトとの間に未定着ト
ナー画像が形成された被記録体を挿通させて、トナー中の結着樹脂、添加剤等の熱溶融に
よる定着を行う。本発明の画像形成方法においては、定着方式については特に制限を受け
るものではない。
【００７１】
　なお、本発明の画像形成方法において、フルカラー画像を作製する場合には、複数の潜
像担持体がそれぞれ各色の現像剤担持体を有しており、その複数の潜像担持体及び現像剤
担持体それぞれによる潜像形成工程、現像工程、転写工程及びクリーニング工程からなる
一連の工程により、同一の被記録体表面に前記工程ごとの各色トナー画像が順次積層形成
され、その積層されたフルカラーのトナー画像を、定着工程で熱定着する画像形成方法が
好ましく用いられる。そして、前記静電荷像現像用現像剤を、上記画像形成方法に用いる
ことにより、例えば、小型化、カラー高速化に適したタンデム方式においても、安定した
現像、転写、定着性能を得ることができる。
【００７２】
　トナー画像を転写する被記録体としては、例えば、電子写真方式の複写機、プリンター
等に使用される普通紙、ＯＨＰシート等が挙げられる。定着後における画像表面の平滑性
をさらに向上させるには、前記被記録体の表面もできるだけ平滑であることが好ましく、
例えば、普通紙の表面を樹脂等でコーティングしたコート紙、印刷用のアート紙等を好適
に使用することができる。
【００７３】
　本発明の静電荷像現像用トナーを用いた画像形成方法によると、高転写効率による高画
質の画像を得ることを目的とし、クリーニング性の向上をはかりながら同時に画像ムラな
どの画質欠陥を引き起こさせず、ブレードと感光体との摩擦低減による信頼性向上を、バ
ランスよく達成できる。
【実施例】
【００７４】
　以下、実施例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に限
定されるものではない。なお、以下の説明において、特に断りのない限り、「部」はすべ
て「質量部」を意味する。
【００７５】
－物性の測定方法－
＜トナー母粒子、外部添加剤の粒度分布＞
　粒度分布測定装置（マルチサイザー：日科機社製）を用い、アパーチャー径１００μｍ
のもので測定した。
【００７６】
＜トナー帯電量測定＞
（１）高温高湿及び低温低湿における帯電量は、高温高湿：３０℃、９０％ＲＨ、低温低
湿：５℃、１０％ＲＨの各雰囲気下にトナー組生物、キャリヤの双方をそれぞれ２４時間
放置し、蓋付きガラスビンにＴＣ（ＴＣ（質量％）＝トナー質量÷（トナー質量＋キャリ
ア質量）×１００）が５質量％になるように、トナー組成物、キャリヤを採取し、それぞ
れの雰囲気下でターブラ攪拌を行い、攪拌された現像剤を２５℃、５５％ＲＨの条件下で
東芝社製ＴＢ２００にて測定した。
（２）実機評価試験における帯電量は、現像器中のマグスリーブ上の現像剤を採取し、上
記と同様２５℃、５５％ＲＨの条件下で東芝社製ＴＢ２００にて測定した。
　現像器のスリーブ（現像剤担持体）表面の現像剤を０．３～０．７ｇ程度採取し、帯電
量測定装置（ＴＢ２００：東芝社製）を用い、ブローオフ法により測定した。
【００７７】
＜画像濃度＞
　画像濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ４０４Ａ：Ｘ－Ｒｉｔｅ社製）を用いて測定した。
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＜キャリア体積固有抵抗＞
　キャリアの試料をセル（１００ｍｍφ、厚み１．０ｍｍ）の下部電極上に充填し、上部
電極をセットし、その上から３．４３ｋｇの荷重を加えダイヤルゲージで厚みを測定した
。次に、電圧を印加し、電流値を読み取ることにより、体積固有抵抗を求めた。
＜Ｗａｄｅｌｌ球形度＞
・球形度＝（実際の粒子と同じ体積を有する球の表面積）／（実際の粒子の表面積）
　上記式中、「実際の粒子と同じ体積を有する球の表面積」は、体積平均粒径から計算に
より求めた。また、「実際の粒子の表面積」は、島津粉体比表面積測定装置ＳＳ－１００
型を用いＢＥＴ比表面積より代用させた。
【００７８】
＜抵抗測定＞
　図１に示されるように、測定試料３を厚みＨとして下部電極４と上部電極２とで挟持し
、上方より加圧しながらダイヤルゲージで厚みを測定し測定試料３の電気抵抗を高電圧抵
抗計５で計測した。具体的には、特定酸化チタンの試料に成形機にて５００ｋｇ／ｃｍ2

の圧力を加えて測定ディスクを作製した。次いで、ディスクの表面をハケで清掃し、セル
内の上部電極２と下部電極４との間に挟み込み、ダイヤルゲージで厚みを測定した。次に
電圧を印加し、電流値を読み取ることにより、体積固有抵抗を求めた。
【００７９】
　また、キャリヤの試料を１００φの下部電極４に充填し、上部電極２をセットし、その
上から３．４３ｋｇの荷重を加え、ダイヤルゲージで厚みを測定した。次に電圧を印加し
、電流値を読み取ることにより、体積固有抵抗を求めた。
【００８０】
－トナー母粒子の製造－
＜樹脂微粒子分散液の調製＞
　スチレン３７０ｇ、ｎ－ブチルアクリレート３０ｇ、アクリル酸８ｇ、ドデカンチオー
ル２４ｇ、及び四臭化炭素４ｇを混合して溶解したものを、非イオン性界面活性剤（ノニ
ポール４００：三洋化成社製）６ｇ及びアニオン性界面活性剤（ネオゲンＳＣ：第一工業
製薬社製）１０ｇをイオン交換水５５０ｇに溶解したものにフラスコ中で乳化分散させ、
１０分間ゆっくり混合しながら、これに過硫酸アンモニウム４ｇを溶解したイオン交換水
５０ｇを投入した。窒素置換を行った後、前記フラスコ内を攪拌しながら、内容物が７０
℃になるまでオイルバスで加熱し、５時間そのまま乳化重合を継続した。その結果、平均
粒径が１５２ｎｍであり、ガラス転移温度Ｔｇが５８℃、重量平均分子量Ｍｗが１１７０
０の樹脂粒子が分散された樹脂微粒子分散液が調製された。この分散液の固形分濃度は４
０質量％であった。
【００８１】
＜着色剤分散液（１）の調製＞
　カーボンブラック（モーガルＬ：キャボット社製）６０ｇ、ノニオン性界面活性剤（ノ
ニポール４００：三洋化成社製）６ｇ、及びイオン交換水２４０ｇを混合して溶解したも
のを、ホモジナイザー（ウルトラタラックスＴ５０：ＩＫＡ社製）を用いて１０分間攪拌
し、その後、アルティマイザーにて分散処理して平均粒径が２５０ｎｍである着色剤（カ
ーボンブラック）粒子が分散された着色剤分散剤（１）を調製した。
【００８２】
＜着色剤分散液（２）の調製＞
Ｃｙａｎ顔料（Ｂ１５：３）６０ｇ、ノニオン性界面活性剤（ノニポール４００：三洋化
成社製）５ｇ、及びイオン交換水２４０ｇを混合して溶解したものを、ホモジナイザー（
ウルトラタラックスＴ５０：ＩＫＡ社製）を用いて１０分間攪拌し、その後、アルティマ
イザーにて分散処理して平均粒径が２５０ｎｍである着色剤（Ｃｙａｎ顔料）粒子が分散
された着色剤分散剤（２）を調製した。
【００８３】
＜着色剤分散液（３）の調製＞
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　Ｍａｇｅｎｔａ顔料（Ｒ１２２）６０ｇ、ノニオン性界面活性剤（ノニポール４００：
三洋化成社製）５ｇ、及びイオン交換水　２４０ｇを混合して溶解したものを、ホモジナ
イザー（ウルトラタラックスＴ５０：ＩＫＡ社製）を用いて１０分間攪拌し、その後、ア
ルティマイザーにて分散処理して平均粒径が２５０ｎｍである着色剤（Ｍａｇｅｎｔａ顔
料）粒子が分散された着色剤分散剤（３）を調製した。
【００８４】
＜着色分散液（４）の調製＞
　Ｙｅｌｌｏｗ顔料（Ｙ１８０）９０ｇ、ノニオン性界面活性剤（ノニポール４００：三
洋化成社製）５ｇ、及びイオン交換水　２４０ｇを混合して溶解したものを、ホモジナイ
ザー（ウルトラタラックスＴ５０：ＩＫＡ社製）を用いて１０分間攪拌し、その後、アル
ティマイザーにて分散処理して平均粒径が２５０ｎｍである着色剤（Ｙｅｌｌｏｗ顔料）
粒子が分散された着色剤分散剤（４）を調製した。
【００８５】
＜離型剤分散液の調製＞
　パラフィンワックス（ＨＮＰ０１９０：日本精蝋社製、融点８５℃）１００ｇ、カチオ
ン性界面活性剤（サニゾールＢ５０：花王社製）５ｇ、及びイオン交換水２４０ｇを混合
し、９５℃に加熱して、丸型ステンレス鋼製フラスコ中でホモジナイザー（ウルトラタラ
ックスＴ５０：ＩＫＡ社製）を用いて１０分間分散した後、圧力吐出型ホモジナイザーで
分散処理し、平均粒径が５５０ｎｍである離型剤粒子が分散された離型剤分散液を調製し
た。
【００８６】
＜トナー母粒子Ｋ１の作製＞
　樹脂微粒子分散液２３４部、着色剤分散液（１）３０部、離型剤分散液４０部、ポリ水
酸化アルミニウム（浅田化学社製、Ｐａｈｏ２Ｓ）１．９部、及びイオン交換水６００部
を、丸型ステンレス鋼鉄フラスコ中でホモジナイザー（ウルトラタラックスＴ５０：ＩＫ
Ａ社製）を用いて混合し、分散した後、加熱用オイルバス中でフラスコ内を攪拌しながら
５５℃まで加熱した。５５℃で４０分保持した後、体積平均粒径Ｄ５０が５．０μｍの凝
集粒子が生成していることを確認した。さらに加熱用オイルバスの温度を上げて５６℃で
２時間保持したところ、凝集粒子の体積平均粒径Ｄ５０は６．１μｍとなった。その後、
この凝集粒子を含む分散液に３４部の樹脂微粒子分散液を追加した後、加熱用オイルバス
の温度を５０℃にして３０分間保持した。この凝集粒子を含む分散液に、１Ｎ水酸化ナト
リウム液を加えることにより系のｐＨを７．０に調整した後、ステンレス製フラスコを密
閉し、磁気シールを用いて攪拌を継続しながら８０℃まで加熱し、４時間保持した。冷却
後、反応生成物を濾別し、イオン交換水で４回洗浄した後、凍結乾燥してトナー母粒子Ｋ
１を作製した。トナー母粒子Ｋ１の体積平均粒径Ｄ５０は６．５μｍ、形状係数ＳＦ１の
平均値は１３３であった。
【００８７】
＜トナー母粒子Ｃ１の作製＞
　着色粒子分散液（１）の代わりに、着色粒子分散液（２）を用いた以外は、上記トナー
母粒子Ｋ１と同様にしてトナー母粒子Ｃ１を作製した。このトナー母粒子Ｃ１の体積平均
粒径Ｄ５０は６．６μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値は１３２であった。
【００８８】
＜トナー母粒子Ｍ１の作製＞
　着色粒子分散液（１）の代わりに、着色粒子分散液（３）を用いた以外は、前記トナー
母粒子Ｋ１と同様にしてトナー母粒子Ｍ１を作製した。このトナー母粒子Ｍ１の体積平均
粒径Ｄ５０は６．４μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値は１３５であった。
【００８９】
＜トナー母粒子Ｙ１の作製＞
　着色粒子分散液（１）の代わりに、着色粒子分散液（４）を用いた以外は、前記トナー
母粒子Ｋ１と同様にしてトナー母粒子Ｙ１を作製した。このトナー母粒子Ｙ１の体積平均
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粒径Ｄ５０は６．６μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値は１３１であった。
【００９０】
＜トナー母粒子Ｋ２の作製＞
　樹脂微粒子分散液２３４部、着色剤分散液（１）３０部、離型剤分散液４０部、ポリ水
酸化アルミニウム（浅田化学社製、Ｐｏｓｏ２Ｓ）１．０部、及びイオン交換水６００部
を、丸型ステンレス鋼鉄フラスコ中でホモジナイザー（ウルトラタラックスＴ５０：ＩＫ
Ａ社製）を用いて混合し、分散した後、加熱用オイルバス中でフラスコ内を攪拌しながら
４０℃まで加熱した。４０℃で３０分保持した後、体積平均粒径Ｄ５０が４．８μｍの凝
集粒子が生成していることを確認した。さらに、加熱用オイルバスの温度を上げて５６℃
で１時間保持したところ、凝集粒子の体積平均粒径Ｄ５０は５．４μｍとなった。その後
、この凝集粒子を含む分散液に２６部の樹脂微粒子分散液を追加した後、加熱用オイルバ
スの温度を５０℃にして３０分間保持した。この凝集粒子を含む分散液に、１Ｎ水酸化ナ
トリウム液を加えることにより、系のｐＨを７．０に調整した後、ステンレス製フラスコ
を密閉し、磁気シールを用いて攪拌を継続しながら８０℃まで加熱し、４時間保持した。
冷却後、反応生成物を濾別し、イオン交換水で４回洗浄した後、凍結乾燥してトナー母粒
子Ｋ２を作製した。トナー母粒子Ｋ２の体積平均粒径Ｄ５０は５．８μｍ、形状係数ＳＦ
１の平均値は１３１であった。
【００９１】
＜トナー母粒子Ｋ３の作製＞
　ポリエステル樹脂（テレフタル酸とビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物とシク
ロヘキサンジメタノールとから得られた線状ポリエステル、ガラス転移温度Ｔｇ：６２℃
、数平均分子量Ｍｎ：１２０００、重量平均分子量Ｍｗ：３２０００）１００部、カーボ
ンブラック（モーガルＬ：キャボット社製）５部、及びカルナウバワックス６部の混合物
をエクストルーダで混練し、ジェットミルで粉砕した後、風力式分級機で分級し、体積平
均粒径Ｄ５０が６．４μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値が１４５のトナー母粒子Ｋ３を作製
した。
【００９２】
＜トナー母粒子Ｋ４の作製＞
　ポリエステル樹脂（テレフタル酸とビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物とシク
ロヘキサンジメタノールとから得られた線状ポリエステル、ガラス転移温度Ｔｇ：６２℃
、数平均分子量Ｍｎ：１２０００、重量平均分子量Ｍｗ：３２０００）１００部、カーボ
ンブラック（モーガルＬ：キャボット社製）５部、及びカルナウバワックス６部の混合物
をエクストルーダで混練し、ジェットミルで粉砕した後、温風による球形化処理をクリプ
トロン（川崎重工製）で実施した後、風力式分級機で分級し、体積平均粒径Ｄ５０が６．
３μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値が１２８のトナー母粒子Ｋ４を作製した。
【００９３】
＜トナー母粒子Ｋ５の作製＞
　ポリエステル樹脂（テレフタル酸とビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物とシク
ロヘキサンジメタノールとから得られた線状ポリエステル、ガラス転移温度Ｔｇ：６２℃
、数平均分子量Ｍｎ：１２０００、重量平均分子量Ｍｗ：３２０００）１００部、カーボ
ンブラック（モーガルＬ：キャボット社製）５部、及びカルナウバワックス６部の混合物
をエクストルーダで混練し、ジェットミルで粉砕した後、風力式分級機で分級し、体積平
均粒径Ｄ５０が９．２μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値が１４４のトナー母粒子Ｋ５を作製
した。
【００９４】
＜トナー母粒子Ｋ６の作製＞
　ポリエステル樹脂（テレフタル酸とビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物とシク
ロヘキサンジメタノールとから得られた線状ポリエステル、ガラス転移温度Ｔｇ：６２℃
、数平均分子量Ｍｎ：１２０００、重量平均分子量Ｍｗ：３２０００）１００部、カーボ
ンブラック（モーガルＬ：キャボット社製）５部、及びカルナウバワックス６部の混合物
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をエクストルーダで混練し、ジェットミルで粉砕した後、温風による球形化処理をクリプ
トロン（川崎重工製）で実施した後、風力式分級機で分級し、体積平均粒径Ｄ５０が９．
０μｍ、形状係数ＳＦ１の平均値が１２７のトナー母粒子Ｋ６を作製した。
【００９５】
＜高級アルコール粒子Ａ１の調製＞
高級アルコール（東洋ペトロライト社製：ユニリン）をエクストルーダーを用い１２０℃
で溶融混練したのち、ジェットミルで粉砕し、体積平均粒径Ｄ５０＝８．４μｍ、１６％
重量径Ｄ１６＝５．０μｍ、８４％重量径Ｄ８４＝１２．２μｍ、ＧＳＤ＝１．５６の高
級アルコール粒子Ａ１を得た。
【００９６】
＜高級アルコール粒子Ａ２の調製＞
　高級アルコール粒子Ａ１と同様の条件で溶融混練したのち、ジェットミルで粉砕し、体
積平均粒径Ｄ５０＝１０．５μｍ、１６％重量径Ｄ１６＝６．２μｍ、８４％重量径Ｄ８
４＝１５．２μｍ、ＧＳＤ＝１．５７の高級アルコール粒子Ａ２を得た。
【００９７】
＜高級アルコール粒子Ａ３の調製＞
　高級アルコール粒子Ａ１と同様の条件で溶融混練し、ジェットミルで粉砕したのち風力
分級機（エルボージェット：日鉄鉱業社製）で分級し、体積平均粒径Ｄ５０＝６．０μｍ
、１６％重量径Ｄ１６＝４．０μｍ、８４％重量径Ｄ８４＝８．０μｍ、ＧＳＤ＝１．４
１の高級アルコール粒子Ａ３を得た。
【００９８】
＜高級アルコール粒子Ａ４の調製＞
　高級アルコール粒子Ａ１と同様の条件で溶融混練し、ジェットミルで粉砕したのち風力
分級機（エルボージェット：日鉄鉱業社製）で分級し、体積平均粒径Ｄ５０＝５．０μｍ
、１６％重量径Ｄ１６＝３．５μｍ、８４％重量径Ｄ８４＝６．６μｍ、ＧＳＤ＝１．３
７の高級アルコール粒子Ａ４を得た。
【００９９】
＜高級アルコール粒子Ａ５の調製＞
　ベヘニルアルコール（日光ケミカルズ社製）をジェットミルで粉砕したのち風力分級機
（エルボージェット：日鉄鉱業社製）で分級し、体積平均粒径Ｄ５０＝８．４μｍ、１６
％重量径Ｄ１６＝６．２μｍ、８４％重量径Ｄ８４＝１１．４μｍ、ＧＳＤ＝１．３６の
高級アルコール粒子Ａ４を得た。
【０１００】
－キャリアの作製－
　トルエン１７部、スチレン－メタクリレート共重合体（成分比：４０／６０）３部、及
びカーボンブラック（Ｒ３３０：キャボット社製）０．２部を混合し、１０分間スターラ
ーで撹拌させて、カーボンブラックが分散した被覆層形成用溶液を調製した。次に、この
被覆液とフェライト粒子（体積平均粒径：４５μｍ）１００部とを真空脱気型ニーダーに
入れて、６０℃において３０分撹拌した後、さらに加温しながら減圧して脱気し、乾燥さ
せることによりキャリアを作製した。このキャリアは、１０００Ｖ／ｃｍの電界印加時の
体積固有抵抗値が１０14Ωｃｍであった。
【０１０１】
（実施例１）
　トナー母粒子Ｋ１：１００部に、ルチル型酸化チタン（体積平均粒径２０ｎｍ、ｎ－デ
シルトリメトキシシラン処理）１．０部、シリカ（気相酸化法により作製、体積平均粒径
４０ｎｍ、シリコーンオイル処理：Ｗａｄｅｌｌ球形化度０．９）２．０部、前記高級ア
ルコール粒子Ａ１を０．５部を加え、５リットルヘンシェルミキサーを用い、周速３０ｍ
／ｓで１５分間ブレンドを行った後、４５μｍの目開きのシーブを用いて粗大粒子を除去
し、トナーを作製した。また、上記キャリア１００部と、このトナー６部と、をＶ－ブレ
ンダーにより４０ｒｐｍで２０分間攪拌し、２１２μｍの目開きを有するシーブで篩分す
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以下の高級アルコール粒子の量を表１に示す。
【０１０２】
　前記トナー中のトナー母粒子の平均粒径以下の高級アルコール粒子量の算出には、あら
かじめコールターカウンターなどでトナー母粒子の粒度分布と高級アルコール粒子の粒度
分布を測定しておき、それらから、トナー中のトナー母粒子の体積平均粒径以下の高級ア
ルコール粒子の含有量を算出してもよいし、添加後のトナー顕微鏡画像などのカラー画像
により、着色粒子である、トナー母粒子と白色粒子である高級アルコール粒子を画像解析
により分離し、各々の重量換算粒度分布を算出してもかまわない。本実施例では前者の方
法を用いて算出した。また、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アルコール量の算出
も、同様に、前者の方法で算出した。（以下の実施例についても同様）
【０１０３】
（実施例２～１７、比較例１～１１）
　実施例１のトナー母粒子と添加する高級アルコール粒子、及び添加量を下記表１－１お
よび表１－２のようにした以外は実施例１のように作製し、それぞれ上記キャリア１００
部と、このトナー６部と、をＶ－ブレンダーにより４０ｒｐｍで２０分間攪拌し、２１２
μｍの目開きを有するシーブで篩分することにより静電荷像現像用現像剤を作製した。そ
のときのトナー母粒子の平均粒径以下の高級アルコール粒子の量を表１－１および表１－
２に示す。
 
【０１０４】
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【表１】

【０１０５】
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【表２】

【０１０６】
　上記それぞれの現像剤を用い、Ｄｏｃｕ　ｐｒｉｎｔ　Ｃ２２２１（富士ゼロックス社
製）によって、以下の方法により現像性及び転写性の評価を行った。
【０１０７】
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＜初期現像性及び転写性の評価＞
　高温高湿（３０℃、８０％ＲＨ）の環境下にて、各色ごとに５ｃｍ×２ｃｍのソリッド
パッチを現像させ、感光体表面の現像トナー画像を、テープ表面の粘着性を利用して転写
し、その質量（Ｗ１）を測定した。次に、同様の現像トナー像を、紙（Ｊ紙：富士ゼロッ
クスオフィスサプライ社製）表面に転写させ、その転写画像の重量（Ｗ２）を測定した。
これらより、以下の式により転写効率を求め、転写性を評価した。
【０１０８】
転写効率（％）＝（Ｗ２／Ｗ１）×１００
【０１０９】
　また、現像性はこの時のＷ１の質量により評価した。
【０１１０】
［現像性の評価基準］
・○：Ｗ１が４．５ｇ／ｍ2以上
・△：Ｗ１が４．０以上４．５ｇ／ｍ2未満
・×：Ｗ１が４．０ｇ／ｍ2未満
【０１１１】
［転写性（転写効率）の評価基準］
・○：転写効率が９０％以上
・△：転写効率が８５％以上９０％未満
・×：転写効率が８５％未満
【０１１２】
［転写ムラの評価基準］
・○：ハーフトーン画像に目視上ムラ無し
・△：ハーフトーン画像に目視上、ムラのようなものが見られるが、実用上は問題無し
・×：ハーフトーン画像に目視できる多数のムラ有り
結果を表２に示す。
【０１１３】
＜クリーニング性の評価＞
　前記現像剤を用い、Ｄｏｃｕ　Ｃｅｎｔｒｅ　Ｃｏｌｏｒ　５００（富士ゼロックス社
製）によってクリーニング性の評価を行った。高温高湿下（３０℃、８０％ＲＨ）で２０
００００枚のプリントをとり、デリーションによる画像の乱れ、クリーニング不良による
帯電器の汚れ及び画質劣化を評価し、その後、低温低湿下（１０℃、２０％ＲＨ）でＪ紙
（富士ゼロックスオフィスサプライ社製）を使って、さらに３００００枚のプリントをと
り、クリーニング不良による帯電器の汚れや画質劣化を評価した。また、初期からの感光
体の磨耗も観察した。
上記評価の判断基準は以下の通りとした。
【０１１４】
［クリーニング性評価基準］
・○：画質劣化がなく、画質以外にも問題が発生していない。
・△：画質劣化はないが、画質以外に何らかの問題が発生した。
・×：画質が劣化した。
結果を下記表２－１および表２－２に示す。
【０１１５】
［感光体磨耗評価基準］
・○：画質劣化がなく、画質以外にも問題が発生していない。
・△：ライフではないが画質劣化が発生した。
・×：画質が劣化したり、その他Ｄｅｆｅｃｔがでた。
結果を下記表２－１および表２－２に示す。
【０１１６】
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【表３】

【０１１７】
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【表４】

【０１１８】
　表２－１および表２－２の結果から、実施例の静電荷像現像用現像剤は、いずれも、現
像性、転写効率、転写ムラおよびクリーンニング性が良好であることがわかった。特に、
実施例１～１５の静電荷像現像用現像剤は、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アル
コール粒子の含有量を、トナー母粒子１００質量部に対し２．５質量部以下としたことで
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【０１１９】
（実施例１８）
　前記トナー母粒子Ｋ１：１００部に、ルチル型酸化チタン（体積平均粒径２０ｎｍ、ｎ
－デシルトリメトキシシラン処理）１．０部、シリカ（気相酸化法により作製、体積平均
粒径４０ｎｍ、シリコーンオイル処理：Ｗａｄｅｌｌ球形化度０．９）２．０部、前記高
級アルコールＡ１を０．５部を加え、５リットルヘンシェルミキサーを用い、周速３０ｍ
／ｓで１５分間ブレンドを行った後、４５μｍの目開きのシーブを用いて粗大粒子を除去
し、トナーを作製した。また、上記キャリア１００部と、このトナー６部と、をＶ－ブレ
ンダーにより４０ｒｐｍで２０分間攪拌し、２１２μｍの目開きを有するシーブで篩分す
ることによりフルカラー電子写真用黒色現像剤を作製した。
【０１２０】
　同様にトナー母粒子Ｃ１、Ｍ１、Ｙ１を用い、それ以外は上記のように各トナー母粒子
１００部にルチル型酸化チタン（体積平均粒径２０ｎｍ、ｎ－デシルトリメトキシシラン
処理）１．０部、シリカ（気相酸化法により作製、体積平均粒径４０ｎｍ、シリコーンオ
イル処理）２．０部、前記高級アルコールＡ１を０．５部を加え、５リットルヘンシェル
ミキサーを用い、周速３０ｍ／ｓで１５分間ブレンドを行った後、４５μｍの目開きのシ
ーブを用いて粗大粒子を除去し、トナーを作製した。また、上記キャリア１００部と、こ
のトナー６部と、をＶ－ブレンダーにより４０ｒｐｍで２０分間攪拌し、２１２μｍの目
開きを有するシーブで篩分することによりフルカラー電子写真用Ｃｙａｎ、Ｍａｇｅｎｔ
ａ、Ｙｅｌｌｏｗ色現像剤を作製した。そのときのトナー母粒子の体積平均粒径以下の高
級アルコール粒子量を下記表３－１に示す。
【０１２１】
（実施例１９～２３、比較例１２）
　前記実施例１８のトナー母粒子と添加する高級アルコール、及び添加量を上記表３のよ
うにした以外は実施例１６のようにトナーを作製し、それぞれ上記キャリア１００部と、
このトナー６部と、をＶ－ブレンダーにより４０ｒｐｍで２０分間攪拌し、２１２μｍの
目開きを有するシーブで篩分することによりフルカラー静電荷像現像用現像剤を作製した
。そのときのトナー母粒子の平均粒径以下の高級アルコール粒子量を下記表３－１および
表３－２に示す。
【０１２２】
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【表５】

【０１２３】
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【表６】

【０１２４】
　上記それぞれの現像剤を用い、Ｄｏｃｕ　ｐｒｉｎｔ　Ｃ２２２１（富士ゼロックス社
製）によって、以下の方法により現像性及び転写性の評価を行った。現像性／転写効率の
値は全て４色の平均値を用いた。転写ムラについては、Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、Ｂｌｕｅそ
れぞれの２次色の最悪値を用いた
【０１２５】
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＜初期現像性及び転写性の評価＞
　高温高湿（３０℃、８０％ＲＨ）の環境下にて、各色ごとに５ｃｍ×２ｃｍのソリッド
パッチを現像させ、感光体表面の現像トナー画像を、テープ表面の粘着性を利用して転写
し、その質量（Ｗ１）を測定した。次に、同様の現像トナー像を、紙（Ｊ紙：富士ゼロッ
クスオフィスサプライ社製）表面に転写させ、その転写画像の重量（Ｗ２）を測定した。
これらより、以下の式により転写効率を求め、転写性を評価した。
【０１２６】
・転写効率（％）＝（Ｗ２／Ｗ１）×１００
【０１２７】
　また、現像性はこの時のＷ１の質量により評価した。
【０１２８】
［現像性の評価基準］
・○：Ｗ１が４．５ｇ／ｍ2以上
・△：Ｗ１が４．０以上４．５ｇ／ｍ2未満
・×：Ｗ１が４．０ｇ／ｍ2未満
【０１２９】
［転写性の評価基準］
・○：転写効率が９０％以上
・△：転写効率が８５％以上９０％未満
・×：転写効率が８５％未満
［転写ムラの評価基準］
・○：ハーフトーン画像に目視上ムラ無し
・△：ハーフトーン画像に目視上、ムラのようなものが見られるが、実用上は問題無し
・×：ハーフトーン画像に目視できるムラ有り
　結果を下記表４に示す。
【０１３０】
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【表７】

【０１３１】
＜クリーニング性の評価＞
　前記現像剤を用い、Ｄｏｃｕ　Ｃｅｎｔｒｅ　Ｃｏｌｏｒ　５００（富士ゼロックス社
製）によってクリーニング性の評価を行った。高温高湿下（３０℃、８０％ＲＨ）で２０
００００枚のプリントをとり、デリーションによる画像の乱れ、クリーニング不良による
帯電器の汚れ及び画質劣化を評価し、その後、低温低湿下（１０℃、２０％ＲＨ）でＪ紙
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（富士ゼロックスオフィスサプライ社製）を使って、さらに３００００枚のプリントをと
り、クリーニング不良による帯電器の汚れや画質劣化を評価した。また、初期からの感光
体の磨耗も観察した。
上記評価の判断基準は以下の通りとした。
【０１３２】
［クリーニング性評価基準］
・○：画質劣化がなく、画質以外にも問題が発生していない。
・△：画質劣化はないが、画質以外に何らかの問題が発生した。
・×：画質が劣化した。
結果を上記表４に示す。
【０１３３】
［感光体磨耗評価基準］
・○：画質劣化がなく、画質以外にも問題が発生していない。
・△：ライフではないが画質劣化が発生した。
・×：画質が劣化したり、その他Ｄｅｆｅｃｔがでた。
結果を上記表４に示す。
【０１３４】
　表４の結果から、実施例１８～２３の静電荷像現像用現像剤は、いずれも、現像性、転
写効率、転写ムラおよびクリーンニング性が良好であることがわかった。特に、実施例１
８～２１の静電荷像現像用現像剤は、トナー母粒子の体積平均粒径以上の高級アルコール
粒子の含有量を、トナー母粒子１００質量部に対し２．０質量部以下としたことで、転写
ムラの発生を完全に無くすることができた。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
【図１】キャリアの体積固有抵抗値を測定する方法を説明するための概略説明図である。
【符号の説明】
【０１３６】
２・・・上部電極
３・・・測定試料
４・・・下部電極
５・・・高電圧抵抗計



(30) JP 4239835 B2 2009.3.18

【図１】



(31) JP 4239835 B2 2009.3.18

10

フロントページの続き

(72)発明者  江口　敦彦
            神奈川県南足柄市竹松１６００番地　富士ゼロックス株式会社内
(72)発明者  隠岐田　雅弘
            神奈川県南足柄市竹松１６００番地　富士ゼロックス株式会社内
(72)発明者  大矢　康博
            神奈川県南足柄市竹松１６００番地　富士ゼロックス株式会社内

    審査官  福田　由紀

(56)参考文献  特開２００１－０４２５６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１４０３８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１８９３１１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　　９／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

